
（報道資料）                             平成２１年４月３０日 

 

 

 
 

○ ＮＨＫ放送技術研究所 所長 久保田啓一（くぼた けいいち）が、ＮＡＢ  

全米放送事業者連盟（National Association of Broadcasters）から名誉賞

(Award of Honor)を受賞しました。 

○ 本賞は放送技術への貢献が顕著だった人物を、ＮＡＢが毎年一人表彰する

ものです。今回の受賞は、「先進的な放送技術の開発における国際的な 

連携のリーダーシップ」に対し、長年にわたるハイビジョンの研究開発の 

取り組みや国際的な貢献が高く評価されました。 

○ ＮＨＫは、１９６４年東京オリンピックの年にハイビジョンの研究開発を開始

し、１９７０年代から、大画面壁掛けテレビとしてプラズマディスプレイの研究

開発を進めてきました。２０００年１２月からＢＳデジタルハイビジョン放送が、

また、２００３年１２月からは地上デジタルハイビジョン放送が始まり、   

薄型デジタルテレビが急速に普及しつつあります。 

○ 久保田はハイビジョン開発の経験を生かし、米国の地上デジタル放送方式

の策定に貢献するため、ＦＣＣアドバイザリコミッティ（米国連邦通信委員会

諮問委員会）のメンバーとして尽力してきました。また、ＡＴＳＣ（米国高度化  

テレビジョンシステム委員会）において、ハイビジョンのプロダクション（制作） 

規格の策定に貢献するなど、日米間で長年にわたりハイビジョンの実用化

に向け尽力してきました。本賞はこれらの業績が評価されたものです。 

○ 現 在 、 Ｎ Ｈ Ｋ は 、 ハ イ ビ ジ ョ ン の 次 の 世 代 の 放 送 メ デ ィ ア と し て        

スーパーハイビジョンの研究開発を進めています。ハイビジョンの国際展開

の経験を生かしながら、米国をはじめ、欧州の放送機関と研究の段階から

国際連携を強く推進しているところです。 

○ 最先端の技術がもたらす多彩で美しい次世代のテレビ「スーパーハイビジョン」

の映像は、ＮＨＫ技研公開（５月２１日～２４日、世田谷区砧のＮＨＫ    

放送技術研究所で開催）でご覧いただけます。 
 

 

ＮＡＢ（全米放送事業者連盟）“名誉賞”を受賞！！ 

～ ハイビジョン放送普及発展の国際的なリーダーシップが評価 ～ 



 

 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左： ＮＨＫ技研所長 久保田、  右： ＮＡＢ副会長 CLAUDY 氏） 

 

授賞式は、４月２０日 ”NAB VIP ENGINEERING DINNER” で行われました。 
 

 

 

 

 

 

 
 

久保田 啓一 （くぼた けいいち） 
生年月日 昭和２８年３月１４日 （５６歳） 

 

昭和５１年ＮＨＫ入局。秋田放送局を経て、昭和５５年ＮＨＫ総合技術研究所（現在の

放送技術研究所）、平成元年アメリカ総局、平成８年技術局計画部副部長、平成１９年

ＮＨＫ総合企画室〔情報システム〕局長を歴任し、平成２０年よりＮＨＫ放送技術研究所長。

ハイビジョン信号方式、伝送方式の研究に従事。また、SMPTE、ATSC(Advanced 

Television Systems Committee)、FCC Advisory Committee on Advanced Television 

Service 等において、ＨＤＴＶプロダクション方式、放送方式の標準化に従事。 

国立情報学研究所客員教授。SMPTE、IEEE フェロー。昭和６１年電子通信学会論文賞

受賞、平成９年 SMPTE 論文賞受賞。工学博士。 


